商品説明
繊維が細長く柔らかい掛布団、繊維が短くこしのある敷布団。それぞれに最適な綿を使い、ともに吸湿性抜群です。日に干すと、いつでもふっくらとした感触です。
＜掛け布団＞メキシコ綿　100%、側生地　綿100%
　　　　　　サイズ　150×210cm　4.1kg
＜敷き布団＞インド綿　100%、側生地　綿100%
　　　　　　サイズ　100×210cm　4.9kg
＜　 枕 　＞綿　100%、側生地　綿100%

保温力の実験
さまざまな素材の布団を二つ折りにし電気あんかで４０度まで暖め、電気を切って２０分ごとに計測しました。
室温０度（寒冷地　冬の夜間）の場合
	（単位：度）

	経過時間
	60分
	120分

	綿花100%（4.5kg）
	25.4
	17.5

	羽毛90/10（1.5kg）
	24.0
	17.5

	綿羊毛混60/40（3.5kg）
	25.0
	17.0

	綿混50/50（3.3kg）
	18.4
	13.0

	羊毛100%（2.5kg）
	18.2
	11.0



室温１０度（関東以西　冬の夜間）の場合
	（単位：度）

	経過時間
	60分
	120分

	綿花100%（4.5kg）
	29.1
	21.0

	羽毛90/10（1.5kg）
	28.0
	20.8

	綿羊毛混60/40（3.5kg）
	27.0
	20.0

	綿混50/50（3.3kg）
	22.4
	17.0

	羊毛100%（2.5kg）
	22.0
	15.0





布団の干し方
天気の良い日の午前10時から午後3時くらいの時間帯に、カバーやシーツはかけたままで、片面1.5～2時間ずつ、両面を天日に干します。
強くたたかず、ほこりを払う程度にし、取り込んでからしばらくは部屋に広げたままにして熱をとります。


綿布団の打ち直し
質のよい綿の場合、3～4回は打ち直しができます。
古い布団の側地をはがし、中綿を機械にかけてほぐし、ダニ・ホコリを取り除いた後、綿を足して新しい側地に変えます。


布団の上手な管理方法
人は寝ている間に約コップ一杯分の汗をかきます。
[bookmark: _GoBack]干せない場合は、布団乾燥機などを使って、湿気を追い出すことが大事です。
また、せっかく布団を干しても、寝室や押し入れが湿っていてはいけません。窓やふすまを開け、押し入れは両側を少し開けて、換気をしましょう。

